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岡
山
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

▽
土
谷　

勤
（
本
部
分
団
長
）
▽

仲
田
健
吾
（
北
部
分
団
長
）
▽
石

垣
賢
二
（
西
部
分
団
長
）
▽
内
田

　

誠
（
神
郷
分
団
長
）
▽
眞
壁
公

正
（
西
部
副
分
団
長
）
▽
矢
吹
文

明
（
神
郷
副
分
団
長
）
▽
清
水
幹

男
（
哲
多
副
分
団
長
）
▽
加
藤
友

茂
（
哲
多
副
分
団
長
）
▽
中
山　

環
（
哲
西
副
分
団
長
）
▽
小
川
和

永
（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

【
優
良
消
防
団
員
章
】

▽
福
田
直
樹
（
中
部
班
長
）
▽
石

指
保
樹
（
南
部
班
長
）
▽
山
本
正

行
（
東
部
班
長
）
▽
池
上
幸
伸

（
北
部
班
長
）
▽
榎　

一
成
（
西

部
班
長
）
▽
栗
元
一
広
（
大
佐
班

長
）
▽
竹
ノ
下
輝
美
（
神
郷
班
長
）

▽
小
郷
通
直
（
哲
多
班
長
）
▽
佐

　

当
日
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
人

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、

本
部
＝
団
本
部
、
中
部
＝
中
部
分

団
、
南
部
＝
南
部
分
団
、
東
部
＝

東
部
分
団
、
北
部
＝
北
部
分
団
、

西
部
＝
西
部
分
団
、
大
佐
＝
大
佐

分
団
、
神
郷
＝
神
郷
分
団
、
哲
多

＝
哲
多
分
団
、
哲
西
＝
哲
西
分
団

の
略
で
す
。）

優良団員表優良団員表彰や彰や
一斉放水で一斉放水で士気高める士 気 高め る

新見市消防出初式が、　新見市消防出初式が、１１月月６６日日��、まなび広場にいみで行われ、消、まなび広場にいみで行われ、消

防団員や婦人防火クラブ員、および来賓ら防団員や婦人防火クラブ員、および来賓ら９３０９３０人が参加しました。人が参加しました。

永年消防活動に功績のあった職団員などの表彰が行われ、式典後は　永年消防活動に功績のあった職団員などの表彰が行われ、式典後は

まなび広場にいみ横の高梁川で一斉放水を行い、日頃の訓練の成果をまなび広場にいみ横の高梁川で一斉放水を行い、日頃の訓練の成果を

披露しました。披露しました。

伯
雅
輝
（
哲
西
班
長
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】

▽
青
泰　

憲
（
中
部
分
団
長
）
▽

藤
川　

雅
（
東
部
分
団
長
）
▽
安

達
隆
一
（
哲
多
副
分
団
長
）
▽
赤

木　

実
（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

【
表
彰
章
】

▽
杉
本
政
人
（
中
部
副
部
長
）
▽

吉
見　

了
（
南
部
副
部
長
）
▽
井

関
正
弘
（
東
部
部
長
）
▽
西
村　

要
（
東
部
副
部
長
）
▽
西
村
泰
則

（
北
部
副
分
団
長
）
▽
竹
田
治
男

（
西
部
副
分
団
長
）
▽
越
畑　

博

（
大
佐
副
分
団
長
）
▽
池
上
伸
喜

（
大
佐
班
長
）
▽
大
本
修
一
（
神

郷
部
長
）
▽
平
岡
岩
雄
（
神
郷
部

長
）
▽
吉
岡
昭
彦
（
哲
多
副
分
団

長
）
▽
小
川
泰
典
（
哲
多
副
部
長
）

▽
野
崎　

操
（
哲
西
副
部
長
）
▽

藤
田
覚
治（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

【
青
年
章
】

▽
村
上
俊
之
介
（
北
部
団
員
）
▽

上
杉
大
治
（
西
部
団
員
）
▽
矢
庭

淳
二
（
大
佐
班
長
）

【
精
勤
章
】

▽
安
藤
忠
昭
（
中
部
副
分
団
長
）

▽
竹
本
晴
己
（
中
部
班
長
）
▽
池

田　

薫
（
中
部
団
員
）
▽
別
所
正

敏
（
南
部
副
分
団
長
）
▽
村
上
元

晴
（
南
部
副
部
長
）
▽
宮
田
真
治

（
南
部
団
員
）▽
小
林
裕
之（
同
）▽

滝
本
元
治（
同
）▽
佐
藤
昌
則（
同
）

▽
川
井
圭
伍
（
同
）
▽
小
川　

学

（
同
）▽
大
黒
武
浩（
東
部
班
長
）▽

高　

宏
司（
同
）▽
桂　

邦
博（
同
）

▽
家
本
弘
彦
（
同
）
▽
西
村
福
男

（
東
部
団
員
）▽
秋
葉　

博（
同
）▽

国
広
稔
満（
同
）▽
森
長
哲
男（
同
）

▽
棟
森
英
樹
（
同
）
▽
船
越
二
郎

（
北
部
副
部
長
）
▽
伊
東
武
男
（
北

部
班
長
）
▽
大
月
宗
治
（
北
部
団

員
）
▽
小
川
芳
和
（
西
部
班
長
）

▽
肥
田　

孟
（
西
部
団
員
）
▽
荒

木
忠
久
（
同
）
▽
安
藤
春
美
（
同
）

▽
田
枝
修
己
（
同
）
▽
越
畑　

博

（
大
佐
副
分
団
長
）
▽
植
木
好
之

（
同
）
▽
三
舩
至
洋
（
同
）
▽
金

田　

稔
（
大
佐
部
長
）
▽
中
谷
辰

則
（
同
）
▽
佐
藤
幸
善
（
大
佐
副

部
長
）
▽
梶
原　

勤
（
大
佐
班
長
）

▽
鹿
島
寿
亨
（
同
）
▽
池
上
伸
喜

（
同
）▽
磯
田　

太（
大
佐
団
員
）▽

信
谷
昌
吾
（
神
郷
副
分
団
長
）
▽

松
原
眞
伍
（
神
郷
班
長
）
▽
須
田

　

実
（
神
郷
団
員
）
▽
仲
前
忠
男

（
同
）
▽
太
田
宗
利
（
同
）
▽
石

倉
敏
幸
（
同
）
▽
吉
川
晴
義
（
哲

多
副
分
団
長
）
▽
山
平
富
市
（
哲

多
班
長
）
▽
難
波　

悟
（
哲
多
団

員
）
▽
奥
津
忠
和
（
哲
西
副
分
団

長
）
▽
金
坂
直
也
（
哲
西
部
長
）

▽
駒
澤
桂
治
（
同
）
▽
亀
山
幸
夫

（
哲
西
班
長
）
▽
児
玉
浩
一
（
哲

西
団
員
）

平成平成 ２２ ００ 年新見市消防出初式年新見市消防出初式
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▽
柴
倉
裕
樹
（
同
）
▽
仲
田　

実

（
西
部
団
員
）
▽
大
橋
勝
志
（
大

佐
班
長
）
▽
国
司
田
好
生
（
同
）

▽
阪
井　

誠
（
大
佐
団
員
）
▽
廣

瀬
裕
介
（
同
）
▽
平
田
浩
二
（
同
）

▽
安
田
昌
史
（
同
）
▽
松
浦
伸
行

（
同
）
▽
佐
藤
光
則
（
同
）
▽
竹

ノ
下
輝
美
（
神
郷
班
長
）
▽
三
輪

幸
司
（
神
郷
団
員
）
▽
中
田
浩
二

（
同
）
▽
福
田
洋
介
（
同
）
▽
大

原
嘉
則（
同
）▽
上
田
寿
美
男（
同
）

▽
白
根
信
之
（
同
）
▽
小
郷
通
直

（
哲
多
班
長
）
▽
田
中　

宏
（
哲

多
団
員
）
▽
平
山
富
生
（
同
）
▽

竹
本
裕
行（
同
）▽
西
村
信
樹（
同
）

▽
敦
田
伸
吾
（
同
）
▽
春
日
成
二

（
同
）▽
岡
崎　

学（
哲
西
班
長
）▽

酒
木
大
悟
（
同
）
▽
児
玉
斉
宗

（
哲
西
団
員
）▽
池
田　

進（
同
）▽

金
藤
道
昭
（
同
）

【
特
別
表
彰
】

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

５４
会
出
場
選
手

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
》

▽
松
原
康
治
（
神
郷
班
長
）
▽
大

原
勲
之
（
同
）
▽
中
田
浩
二
（
神

郷
団
員
）
▽
長
谷
川
寛
之
（
同
）

▽
小
早
川　

貢
（
同
）

平
成　

年
度
定
例
表
彰

１８

消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

▽
吉
原
忠
雄
（
本
部
副
団
長
）
▽

小
林　

晃
（
本
部
分
団
長
）
▽
谷

川
内　

茂
（
哲
西
分
団
長
）
▽
日

名
口　

栄（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

▽
木
村
正
明
（
哲
多
分
団
長
）

【
精
績
章
】

▽
清
原　

保
（
東
部
分
団
長
）
▽

谷
川
内　

茂
（
哲
西
分
団
長
）
▽

日
名
口　

栄
（
消
防
本
部
消
防
司

令
）

【
勤
続
章
】

▽
山
上
勝
也
（
本
部
副
団
長
）
▽

小
郷
昌
一（
同
）▽
吉
原
忠
雄（
同
）

▽
縄　

英
治
（
本
部
分
団
長
）
▽

吉
村　

薫
（
中
部
副
分
団
長
）
▽

中
西
聖
治
（
中
部
団
員
）
▽
別
所

　

勇
（
南
部
副
分
団
長
）
▽
坪
井

健
一
（
同
）
▽
西
村
光
政
（
同
）

▽
上
田　

清
（
東
部
副
部
長
）
▽

柴
床　

等
（
東
部
班
長
）
▽
今
田

勝
壽
（
北
部
副
分
団
長
）
▽
加
藤

友
茂
（
哲
多
副
分
団
長
）
▽
坂
本

　

始
（
同
）
▽
田
邉
利
明
（
哲
西

団
員
）
▽
瀬
尾
貴
則
（
消
防
本
部

消
防
司
令
補
）

（
同
）▽
三
上
安
正（
哲
多
団
員
）▽

赤

迫　

隆
（
同
）
▽

有

家　

翼

（
哲
西
団
員
）
▽
矢
吹
知
之
（
同
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

▽
山
�
信
吾
（
本
部
分
団
長
）
▽

山
本
昌
弘
（
南
部
分
団
長
）
▽
久

�
幸
治
（
東
部
部
長
）
▽
吉
村　

誠
（
同
）
▽
田
中
邦
男
（
東
部
班

長
）
▽
森
川
孝
憲
（
東
部
団
員
）

▽
常
清
泰
秀
（
同
）
▽
柏
本　

浩

（
北
部
部
長
）
▽
石
垣
賢
二
（
西

部
分
団
長
）
▽
仲
田
太
郎
（
西
部

副
分
団
長
）
▽
石
田　

實
（
西
部

副
部
長
）
▽
山
本
英
治
（
西
部
班

長
）
▽
道
繁　

要
（
同
）
▽
山
口

歳
弘
（
同
）
▽
後
藤
博
文
（
西
部

団
員
）
▽
佐
々
木
友
仁
（
神
郷
副

分
団
長
）
▽
田
原
正
明
（
神
郷
団

員
）
▽
安
達
紳
二
（
同
）
▽
奥
津

賢
司
（
哲
西
副
分
団
長
）
▽
渋
川

有
三
（
哲
西
団
員
）

【
感
謝
状
（
消
防
団
退
職
者
）】

▽
前
田
明
夫
（
元
新
見
市
消
防
団

長
）▽
山
本
稔
彦（
元
中
部
分
団
長
）

▽
三
村　

晃
（
元
南
部
分
団
長
）
▽

清
原　

保
（
元
東
部
分
団
長
）

新
見
市
消
防
団
長
表
彰

【
精
勤
章 　

年
勤
続
】

１５

▽
福
田
直
樹
（
中
部
班
長
）
▽
池

田
光
輝
（
同
）
▽
三
上
英
雄
（
中

部
団
員
）
▽
三
輪
英
俊
（
同
）
▽

城
本
敏
明（
同
）▽
小
林
規
通（
同
）

▽
三
上
博
之
（
同
）
▽
横
内
弘
易

（
同
）
▽
上
田　

悟
（
同
）
▽
冨

谷
利
幸
（
南
部
団
員
）
▽
山
本
浩

二
（
同
）
▽
小
西
清
司
（
同
）
▽

小

川　

太
（
同
）
▽

杉　

照

夫

（
東
部
団
員
）
▽
有
平
政
和
（
北

部
団
員
）
▽
真
壁
正
司
（
西
部
団

員
）
▽
藤
本
則
之
（
大
佐
班
長
）

▽
吉
川
国
夫
（
大
佐
団
員
）
▽
松

田　

智
（
神
郷
部
長
）
▽
三
輪
一

清（
神
郷
班
長
）▽
福
嶋
稔
文（
同
）

▽
木
下
正
雄
（
神
郷
団
員
）
▽
福

原
洋
一
（
同
）
▽
明
田　

勝
（
同
）

▽
古
賀　

信
（
同
）
▽
柴
田　

明

（
同
）▽
田
村　

収（
哲
多
班
長
）▽

西
村
敏
宏
（
哲
多
団
員
）
▽
逸
見

忠
司
（
同
）
▽
渡
邊　

昇
（
哲
西

団
員
）

【
精
勤
章 　

年
勤
続
】

１０

▽
石
田
秀
明
（
南
部
団
員
）
▽
坂

東
加
寿
正（
同
）▽
熊
瀬
高
広（
同
）

▽
中
山
勇
治
（
東
部
団
員
）
▽
東

　

正
虎
（
同
）
▽
橋
本
和
久
（
同
）

▽
藤
野
喜
久
夫
（
同
）
▽
山
下
太

郎
（
同
）
▽
船
越
晶
幸
（
北
部
団

員
）
▽
榎　

一
成
（
西
部
班
長
）

備
中
地
区 

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

【
表
彰
章
】

▽
大
谷
國
治
（
中
部
副
分
団
長
）

▽
田
中　

操
（
南
部
副
分
団
長
）

▽
棟
長　

隆
（
東
部
副
分
団
長
）

▽
中
嶋
君
男
（
北
部
副
分
団
長
）

▽
竹
田
治
男
（
西
部
副
分
団
長
）

▽
吉
岡
昭
彦
（
哲
多
副
分
団
長
）

▽
中
谷
辰
則
（
大
佐
部
長
）
▽
太

田
宗
利
（
神
郷
団
員
）
▽
松
永
深

志
（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

新
見
市
長
表
彰

【
表
彰
章
】

▽
村
澤
賢
二
（
中
部
団
員
）
▽
小

林
雅
史
（
同
）
▽
村
上
安
則
（
南

部
団
員
）
▽
佐
倉
由
晃
（
同
）
▽

岡
本
健
吾
（
東
部
団
員
）
▽
滑　

光
瑞
（
同
）
▽
小
野　

勲
（
北
部

団
員
）
▽
松
永
孝
之
（
同
）
▽
長

尾
智
也
（
西
部
団
員
）
▽
小
田
周

二
（
同
）
▽
清
水
隆
弘
（
大
佐
団

員
）
▽
森
岡
幸
士
（
同
）
▽
小
林

和
幸
（
神
郷
団
員
）
▽
長
田
友
昭

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
消
防
本
部

　

（
�
�
２
８
１
０
）
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　平成１９年度上半期（４月～９
月）の財政状況の主な内容を取
りまとめましたので、お知らせ
します。

一般会計の総額
　平成１９年度一般会計の９月末の予算総額は、

２７１億９,７９９万円（うち繰越事業費１８億１,９５４万円）

で、その内訳は図のとおりです。 

　昨年からの繰越事業費を含めて、歳入では予算

総額に対して４５.４％（１２３億５,６２７万円）、歳出では

３０.５％（８２億８,３５３万円）が執行されています。

■問い合わせ先　財政課財政係（��６１６０）

歳入�

歳出�

地方交付税�
122億7,000万円（45.1%）�

市債  47億5,200万円（17.5%）�

議会費  2億527万円（0.7%）�

総務費  52億2,896万円（19.2%）�

民生費  40億5,578万円（14.9%）�

衛生費  15億6,798万円（5.8%）�

労働費  4,498万円（0.2%）�

農林水産業費  21億1,086万円（7.8%）�商工費  1億9,494万円（0.7%）�

土木費  32億8,340万円（12.1%）�

消防費�
8億5,989万円（3.2%）�

教育費�
30億3,945万円�
（11.2%）�

災害復旧費�
2億5,818万円（0.9%）�

諸支出金  1億8,302万円（0.7%）�

予備費  3,000万円（0.1%）�

公債費  61億3,528万円（22.5%）�

市税�
34億5,000万円（12.7%）�

県支出金�
17億6,441万円（6.5%）�

国庫支出金  13億3,114万円（4.9%）�

繰入金  13億1,523万円（4.8%）�

繰越金  5億205万円（1.9%）�

地方譲与税  3億5,400万円（1.3%）�

地方消費税交付金  3億2,820万円（1.2%）�

諸収入  3億328万円（1.1%）�

分担金及び負担金  2億7,235万円（1.0%）�

使用料及び手数料  2億5,614万円（0.9%）�

自動車取得税交付金  1億5,590万円（0.6%）� 寄附金  3,596万円（0.1%）�

財産収入  3,197万円（0.1%）�

地方特例交付金  2,033万円（0.1%）�

株式等譲渡所得割交付金  1,970万円（0.1%）�

利子割交付金  1,460万円（0.1%）�

配当割交付金  1,090万円（0.0%）�

交通安全対策特別交付金  843万円（0.0%）�

ゴルフ場利用税交付金  140万円（0.0%）�

歳入総額�
271億9,799万円�

歳出総額�
271億9,799万円�

平成１９年度上半期　一般会計の財政状況

（うち繰越事業費１８億１,９５４万円）

（うち繰越事業費１８億１,９５４万円）
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財産の現在高

世帯・個人当たりの状況
平成１９年９月末現在

会計別予算の執行状況

上水道事業（公営企業）の状況

５，７６０戸給 水 戸 数

１３，７４６人給 水 人 口

９０９，７４８�給 水 量

８１０，５６１�有 収 水 量

　　８９．１％有 収 率

４，９７１�１ 日 平 均 配 水 量

〈主な建設改良事業〉 

２，５６０万円水 道 管 移 設 事 業

費 用 の 部収 益 の 部

５,７３５万円
営 業 費 用
（人件費・減価償却費等）

１億５,０５１万円
営 業 収 益 
（水道料金等）

３,８１１万円
営 業 外 費 用
（支払利息等）

　９万円
営 業 外 収 益 
（預金利息等）

９,５４６万円計１億５,０６０万円計

当　期　純　利　益　　　５,５１４万円

歳入歳出
差 引 額

執　　行　　済　　額
９ 月 末
予算現額

会 計 名 歳　出歳　入

比率支出済額比率収入済額

万円
４０７,２７４

％
３０.５

万円
８２８,３５３

％
４５.４

万円
１,２３５,６２７

万円
２,７１９,７９９

一 般

△６,７８３４６.７１４,９９１２５.５８,２０８３２,１２６診 療 所

△９,５５９４３.０３８,２４３３２.３２８,６８４８８,９２４
新 見 公 立
短 期 大 学

３８３３.０２１５６.９４０４７１０
住 宅 新 築
資 金 等 貸 付

△１９,９１０４２.６１５７,６６９３７.２１３７,７５９３７０,４１４
国民健康保険
（事業勘定）

△２,５７２３８.９７,６３３２５.８５,０６１１９,６０１
国民健康保険
（直診勘定）

２６,３６４３５.０１１９,０６５４２.８１４５,４２９３３９,８５５
介 護 保 険
（保険事業勘定）

△５０９３３.９８９２１４.６３８３２,６３１
介 護 保 険
（サービス事業勘定）

△９,０５８４１.７２２７,４５７４０.０２１８,３９９５４５,４４０老 人 保 健

△２６,８１７３９.７６２,０６４２２.５３５,２４７１５６,４４８簡易水道事業

△３０,４７１２４.０１３６,２４５１８.６１０５,７７４５６７,９６７下 水 道 事 業

△４４３４２.１１,５７９３０.３１,１３６３,７５１観 光 事 業

２０４００９９.０２０４２０６豊 永 財 産 区

４００６.９４５８萬 歳 財 産 区

１１,１７８２４.８４,５８１８５.４１５,７５９１８,４５０農業共済事業

３３９,２８５３２.９１,５９８,７９３３９.８１,９３８,０７８４,８６６,３８０計

一世帯

２６７,５４６円
市民一人

９６,４５５円

一世帯

１,４１５,５３６円
市民一人

５１０,３２５円

市税の負担額

予 算 額

地方債残高の状況［一般会計］

一世帯

２,１０９,１８９円
市民一人

７６０,４００円

世帯数…１２,８９５世帯
人　口…３５,７６８人

一般会計�
474億6,293万円（67.2%）�

下水道事業特別会計�
167億604万円（23.7%）�

簡易水道事業特別会計�
52億7,495万円（7.5%）�

診療所特別会計�
6億1,436万円（0.9%）�

国民健康保険特別会計�
（直診勘定）�
8,035万円（0.1%）�

新見公立短期大学特別会計�
4億1,335万円（0.6%）�

住宅新築資金等貸付特別会計�
1,998万円（0.0%）�

地方債の現在高

４億９,１４８万円有価証券及び出資による権利

６５億９,７３０万円基　金（現金）

４億６,５１８万円債　権

２６,１２４,３２１�土　地

３１４,７８１�建　物

総額 ７０５億７,１９６万円

（ ） （ ）交付税補填分２,２６５,１８８円
合計 ３,６８０,７２４円

交付税補填分 ８１６,６４１円
合計 １,３２６,９６６円
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議会�
レポート�

平成１９年１２月定例会

緊
急
原
油
高
対
策
特
別
支
援
事
業
費

な
ど
の
補
正
予
算
、条
例
等
を
可
決

　

市
議
会　

月
定
例
会
が　

月　

１２

１１

３０

日
か
ら　

月　

日
に
か
け
て
開
催

１２

２１

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、
条
例　

件
、
平
成　

年

１０

１９

度
補
正
予
算　

件
、
そ
の
他　

件

２０

１４

の
計　

件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

４４

お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

 

補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
７
億
２
’２
２
５
万
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
は
２
６
１

億
８
６
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

○
知
的
障
害
者
福
祉
費
に
通
所
サ

ー
ビ
ス
利
用
促
進
事
業
補
助
金
な

ど
を
追
加

…
…
…
３
３
３
万
円

○
医
療
環
境
費
に
小
児
科
開
設
費

等
補
助
金
な
ど
を
追
加

…
…
…
４
５
５
万
円

○
農
業
用
施
設
費
に
農
業
用
施
設

修
繕
補
助
金
な
ど
を
追
加

…
…
…
２
４
９
万
円

○
道
路
橋
り
ょ
う
費
の
道
路
維
持

費
を
追
加

…
…
…
１
’０
８
０
万
円

○
市
債
の
繰
上
償
還
計
画
を
前
倒

し
で
実
施
し
、
財
政
健
全
化
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
公
債
費

を
追
加

…
…
…
９
億
４
５
３
万
円

○
社
会
福
祉
費
に
緊
急
原
油
高
対

策
特
別
支
援
事
業
費
を
追
加

…
…
…
８
２
５
万
円

 

条
例
関
係

■
新
見
市
光
フ
ァ
イ
バ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
設
置
条
例

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
整

備
し
た
情
報
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

そ 

の 

他

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

現
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
哲
西
支
局
管
内
の
人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
、 

水  
上 

み
ず 
か
み

 
俊  
規 
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い

と
し 

き

て
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
立
大
学
法
人
新
見
公
立
短
期

大
学
に
承
継
さ
せ
る
権
利
の
制
定

　

平
成　

年
４
月
の
公
立
大
学
法

２０

人
新
見
公
立
短
期
大
学
設
立
に
伴

い
、
公
立
大
学
法
人
に
承
継
さ
れ

る
権
利
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

■
公
立
大
学
法
人
新
見
公
立
短
期

大
学
の
設
立

　

平
成　

年
４
月
の
公
立
大
学
法

２０

人
新
見
公
立
短
期
大
学
設
立
に
必

要
な
定
款
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
新
見
市
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
整

備
事
業
映
像
放
送
シ
ス
テ
ム
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
で
整

備
す
る
高
速
・
大
容
量
の
通
信
回

線
を
活
用
し
て
実
施
す
る
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
放
送
設
備
の
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定

　

市
の
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
、
次
の
施
設
の
指
定
管
理

者
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
新
見
市
立
哲
西
図
書
館

・
新
見
市
健
康
増
進
施
設

・
新
見
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
新
見
市
哲
西
道
の
駅
鯉
が
窪

・
新
見
市
花
見
公
共
牧
場

・
新
見
市
体
育
施
設

叙位叙勲

て
町
政
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
、
正
副
議

長
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ
、

特
に
地
域
住
民
の
生
活
環

境
の
整
備
、
教
育
環
境
の

充
実
、
地
域
福
祉
の
向
上
、

産
業
の
発
展
等
に
指
導
力

を
発
揮
さ
れ
る
な
ど
、
旧

神
郷
町
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
前
の
功
績
が
讃
え
ら

れ
、
元
神
郷
町
議
会
議
員

の
長
谷
部
亀
三
氏
（
神
郷

高
瀬
･
平
成　

年　

月
１

１９

１０

日
死
去
）
に
、
旭
日
単
光

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
部
氏
は
、
昭
和　
５４

年
に
旧
神
郷
町
議
会
議
員

に
初
当
選
さ
れ
、
以
後
平

成
３
年
ま
で
の
３
期　

年
１２

に
わ
た
り
、
情
熱
を
持
っ

故  
長  
谷  
部  
亀 
三
   
 
氏

は 

せ 

べ 

か
め 

ぞ
う
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今
後
の
活
動
に
つ
い
て
協
議

第
４
回　

９
月
７
日
開
催

●
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
説

明
を
受
け
る
。
イ
ベ
ン
ト
・
お

お
さ
風
ま
つ
り
変
更
計
画
に
つ

い
て
承
認

第
５
回　

９
月　

日
開
催

２５

●
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
専
用
サ
ッ

カ
ー
場
と
し
な
い
こ
と
の
説
明

に
対
す
る
協
議

第
６
回　
　

月
５
日
開
催

１０

●
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
方
針

に
つ
い
て
了
承
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
の
地
域
要
望
を
募
る
こ
と

を
決
定

第
７
回　
　

月
２
日
開
催

１１

●
整
備
に
関
す
る
地
域
要
望
の
と

り
ま
と
め
。
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
早
期
整
備
の
要
望
を
行
う
こ

と
を
決
定

第
８
回　
　

月
７
日
開
催

１２

●
平
成　

年
度
に
向
け
て
の
要
望

２０

に
つ
い
て
と
り
ま
と
め

神
郷
地
域
審
議
会

第
３
回　

８
月
７
日
開
催

●
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
意
見
交
換

地
域
審
議
会

こ
ち
ら

新
見
地
域
審
議
会

第
３
回　

８
月　

日
開
催

２４

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の
有

効
活
用
、
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
無
認
可
保
育
所
に
つ
い
て

課
題
研
究

第
４
回　

９
月　

日
開
催

２５

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
市
の
説
明

を
受
け
る

第
５
回　
　

月　

日
開
催

１０

２５

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
管
内
事
情

を
踏
ま
え
た
活
用
策
を
協
議
、

地
域
の
状
況
の
と
り
ま
と
め

第
６
回　
　

月　

日
開
催

１１

２８

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
継
続
審
議

第
７
回　
　

月　

日
開
催

１２

２０

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
要
望
書
を

と
り
ま
と
め
、
１
月　

日
に
市

１８

長
へ
提
出

大
佐
地
域
審
議
会

第
３
回　

８
月　

日
開
催

１０

●
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
の
選
定
、

第
４
回　

９
月
７
日
開
催

●
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市

民
の
防
災
意
識
徹
底
を
提
言

第
５
回　
　

月
５
日
開
催

１０

●
支
局
管
内
の
主
要
事
業
に
つ
い

て
、
総
合
振
興
計
画
を
も
と
に

意
見
交
換

第
６
回　
　

月
５
日
開
催

１１

●
支
局
管
内
の
主
要
事
業
に
つ
い

て
、
新
見
日
南
線
・
新
見
多
里

線
早
期
改
良
と
高
齢
者
福
祉
施

設
整
備
の
要
望
を
決
定

第
７
回　
　

月
６
日
開
催

１２

●
国
道
１
８
２
号
に
掲
示
す
る
標

語
・
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、

意
見
交
換

哲
多
地
域
審
議
会

第
３
回　

９
月　

日
開
催

２７

●
市
民
の
マ
ナ
ー
（
飼
い
犬
、
猫
）

の
向
上
に
つ
い
て
協
議
。
哲
多

支
局
ユ
ニ
ー
ク
事
業
調
整
交
付

金
に
つ
い
て
、
使
途
報
告

第
４
回　
　

月　

日
開
催

１０

２４

●
支
局
管
内
の
諸
業
種
、
施
設
な

ど
の
現
地
視
察
と
、
地
域
活
性

化
策
に
つ
い
て
協
議

第
５
回　
　

月　

日
開
催

１１

２７

●
哲
多
支
局
管
内
視
察
の
実
施

第
６
回　
　

月　

日
開
催

１２

１２

●
新
見
市
処
理
セ
ン
タ
ー
視
察
実

施
。
視
察
結
果
に
つ
い
て
意
見
交

換
。
ユ
ニ
ー
ク
事
業
調
整
交
付

金
に
つ
い
て
使
途
報
告
。
荻
尾
簡

易
水
道
施
設
整
備
事
業
事
前
評

価
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

哲
西
地
域
審
議
会

第
３
回　

８
月
１
日
開
催

●
利
用
が
減
少
し
て
い
る
公
共
施

設
に
つ
い
て
、
今
後
の
利
活
用

を
検
討
。
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
分
科
会
と
全
体
会
と
す

る
。
広
報
紙
発
行
に
つ
い
て
協

議第４
回　

９
月
７
日
開
催　

●
広
報
紙
「
審
議
会
だ
よ
り
」
の

発
行
方
法
等
協
議
（
年
４
回
発

行
）

第
５
回　
　

月
２
日
開
催

１０

●
分
科
会
テ
ー
マ
を
「
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
事
業
の
活
用
」、「
公

共
の
施
設
利
活
用
」
と
し
、
有

効
利
用
等
の
提
言
に
向
け
て
審

議第６
回　
　

月
２
日
開
催

１１

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
に
つ

い
て
市
の
説
明
を
受
け
、
分
科

会
テ
ー
マ
と
し
て
審
議

第
７
回　
　

月
４
日
開
催

１２

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
等
に

つ
い
て
の
意
見
交
換

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
審
議
会

で
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
、
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す

中国自動車道「大佐スマ ー トインターチェンジ」を利用しましょう
■利用可能時間　６：００～２２：００

■利用可能車種　ＥＴＣ車載器を搭載した二輪自

動車、軽自動車、普通車、中型車

※大型車、特大車は利用できません。

■問い合わせ先　企画課企画政策係（��６１１４）

　　　　　　　　大佐支局総務課（��２１１１）

　ＥＴＣを利用して高速道路を走行した場合、利用

時間帯により、深夜割引（割引率３０％）や通勤割引

（割引率５０％、土日・祝日も対象）が適用され大変

お得です。

　ぜひ大佐スマートインターチェンジをご利用く

ださい。

ETC専用
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市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、ご
み

の
分
別
等
、ご
み
減
量
化
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
で
は
可
燃
ご
み
の
再
資
源

化
を
促
進
す
る
た
め
、昨
年
７
月

か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収

集
を
全
市
に
広
げ
て
実
施
し
て

い
ま
す
。収
集
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
�
日
本
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
協
会
が
選
定
し
た
業
者

に
引
渡
さ
れ
た
後
、衣
類
な
ど
の

原
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、新
た

な
商
品
と
な
っ
て
み
な
さ
ん
の

手
元
に
帰
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

飲
み
残
し
等
の
汚
れ
や
異
物
の

混
入
な
ど
の
品
質
検
査
が
行
わ

れ
、３
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
が
、

今
年
度
に
新
見
市
で
収
集
さ
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、最
高
級
の

Ａ
ラ
ン
ク
に
格
付
け
さ
れ
、高
品

質
な
も
の
と
し
て
、高
値
で
取
引

き
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
に
よ
る

も
の
と
、心
か
ら
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

新見市のペットボトルはＡランク

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

　

資
源
物
の
需
要
は
年
々
高
ま

っ
て
お
り
、今
後
も
資
源
材
料
と

し
て
の
供
給
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。可
燃
ご
み
に
し
て
し
ま
う

と
、焼
却
場
の
燃
料
代
が
か
さ
み
、

焼
却
炉
も
傷
み
ま
す
。ま
た
焼
却

後
に
残
る
灰（
可
燃
ご
み
の
約　
１５

％
）
は
、
最
終
処
分
場
に
運
搬
さ

れ
埋
立
ら
れ
ま
す
。新
し
く
建
設

し
た
最
終
処
分
場
の
埋
立
予
定

期
間
は　

年
で
、こ
れ
を
１
年
で

１５

も
長
く
も
た
せ
る
た
め
に
も
、資

源
に
な
る
も
の
は
分
別
し
て
再

資
源
化
す
る
こ
と
で
資
源
も
確

保
さ
れ
、ご
み
処
理
施
設
の
延
命

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

収
集
見
込
み
量
は
８
ｔ
で
、可
燃

ご
み
の
１
％
程
度
で
す
が
、可
燃

ご
み
の
量
は
平
成　

年
の
合
併

１７

以
降
、み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、市
民
の
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

対象の世帯は
ぜひご申請ください！

一
な
ら
ば
、同
一
世
帯
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
１
日
か
ら

１９

１２

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
、
通

２０

３１

算　

日
以
上
、
新
見
市
に
住
所
を
有

３０
し
、
新
見
市
内
の
居
宅
で
の
生
活
期

間
が
必
要
で
す
。

■
支
給
金
額

　

１
世
帯　

４
千
円

■
申
請
締
切

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
、所

２０

３１

定
の
申
請
書
を
、社
会
福
祉
課
、高
齢

者
支
援
課
、市
役
所
各
支
局
、各
市
民

セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
等
は
１
月
中
旬
に
行
政
地

区
総
代
へ
お
送
り
し
、回
覧
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

原
油
価
格
の
急
激
な
高
騰
が
、
市

民
の
冬
季
に
お
け
る
生
活
を
直
撃
し

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
次
に
該
当
す

る
世
帯
に
対
し
助
成
金
を
支
給
し
ま

す
の
で
、
対
象
世
帯
の
人
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
世
帯

　

申
請
日
現
在
、
世
帯
員
が
新
見
市

内
に
住
所
を
有
す
る
「
市
民
税
非
課

税
世
帯
」
で
、
次
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
一
つ
に
該
当
す
る
世
帯
。

・　

歳
以
上
（
昭
和
８
年
４
月
１
日

７５以
前
生
ま
れ
）
の
人
の
み
で
構
成

さ
れ
て
い
る
世
帯

・
介
護
保
険
法
の
要
介
護
４
ま
た　

は
５
の
認
定
を
受
け
た
人
が
い
る

世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は　

２
級
を
所
持
す
る
人
が
い
る
世
帯

・
療
育
手
帳
障
害
程
度
Ａ
判
定
を
所

持
す
る
人
が
い
る
世
帯

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
所
持
す
る
人
が
い
る
世
帯

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
の

対
象
世
帯

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

・
生
活
保
護
世
帯

■
留
意
事
項

　

世
帯
分
離
し
て
い
て
も
、生
計
が
同

新
見
市
緊
急
原
油
高
対
策
特
別

支
援
事
業（
ぬ
く
も
り
支
援
事
業
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
２
６
）

　

高
齢
者
支
援
課
長
寿
社
会
係

　

（
�
�
６
１
２
５
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）
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をお送 り します ！

社会保険庁からのお知らせ

社会保険庁では、年金記録が統合できていないと思われる現役加入者・年金受給者の人に、『ねんきん　社会保険庁では、年金記録が統合できていないと思われる現役加入者・年金受給者の人に、『ねんきん

特別便』をお届けしています。特別便』をお届けしています。

　基礎年金番号に統合されていない約５,０００万件の記録の中から、記録が年金に結びつくと思われる人に

は、昨年の１２月から今年の３月までにお送りし、それ以外の年金受給者・現役加入者の人には、４月以降

に順次、加入履歴をお届けできるよう準備を進めています。

　ご自分の年金記録をご確認いただき、訂正がない場合は確認はがきを必ず返信してください。また訂

正がある場合は、お近くの社会保険事務所へご相談ください。

　『ねんきん特別便』は、みなさんのご

住所に直接郵送しますので、住所を変

更した場合や結婚等で名字が変わった

人は、速やかな手続きが必要です。

　国民年金加入者（第１号被保険者）

の人は市役所で、厚生年金加入者とそ

の被扶養配偶者の人は勤務先を通じて、

年金受給者の人はお近くの社会保険事

務所でそれぞれ変更手続きをお願いし

ます。

■問い合わせ先

　ねんきん特別便専用ダイヤル（�０５７０－０５８－５５５）（ⅠＰ電話・PHSからは�０３－６７００－１１４４）

《お願い》
※すべての年金受給者および現役加入者の人に、今年の秋までに順次お送りします。ご家族や年齢の近い

人であっても、同時期に届くとは限りませんのでご了承ください。

※社会保険事務所の相談窓口は、週の前半や１１：００～１４：００が混雑しますので、なるべくこうした時間は

避けて相談にお出かけください。

※毎週月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は１９：００まで相談を受付けています。

　２月２０日�、３月５日�・１９日�は、９：３０から１６：００まで新見市山村開発センターで、高梁社会保険

事務所による年金相談を実施します。

■問い合わせ先　高梁社会保険事務所年金業務課（�０８６６－２１－０５７２）

「登下校、子どもを見守る １分間」
　市民のみなさんの力をお貸しください！
　市民のみなさんが、登下校中の子どもたちを見守り、「おはよう」「お帰り」など、

声かけをしていただくことにより、子どもたちにとってさらに安全・安心な地域環境

を築きあげることができます。ご協力をよろしくお願いします。

■問い合わせ先　教育委員会学校教育課（��６１４６）

 山村開発センターで年金相談を実施 ！

基礎年金番号に未統合の記録（５,０００万件）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんききききききききききききききききききききききききききききききききんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便「 ね ん き ん 特 別便 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「 ね ん き ん 特 別便 」

�
名寄せ作業の結果、
記録が結びつく可能
性のある人

�
すべての受
給者の人
（�を除く）

�
すべての

現役加入者の人
（�を除く）
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後期高齢者医療制度が 始まりま す 。
４ 月から

市民課国保年金係からのお知らせ

　４月から、現在の「老人保健制度」が廃止され、新たに「後期

高齢者医療制度」が始まります。これまで、７５歳（一定の障害が

ある人は６５歳）以上の人は、国民健康保険や社会保険などの医療

保険制度に加入しながら「老人保健制度」で医療を受けていまし

たが、独立した医療保険制度となる「後期高齢者医療制度」で医

療を受けることになります。

後期高齢者医療制度老人保健制度

平成２０年４月１日から平成２０年３月３１日まで期　 　 日

●７５歳以上の人
●６５歳以上７５歳未満で一定の障害がある人（変
更なし）

●７５歳以上の人
●６５歳以上７５歳未満で一定の障害がある人対 象 者

●現在、老人保健制度の対象者である人は、平
成２０年４月１日から

●７５歳になったとき（７５歳の誕生日当日から） 

●７５歳の誕生日のある月の翌月（誕生日が１
日の人はその月）から対象となる時

個人単位で全員が納めます。
（社会保険等の被扶養者となっていた人も保険
料を納めるようになります。）

老人保健制度自体での保険料の負担はなく、
現在加入している保険者に各自納付します。
（社会保険等の被扶養者となっている人は保
険料の負担はなし）

保 険 料

後期高齢者医療制度独自の被保険者証が１人に
１枚交付されます。
（医療受給者証は必要なくなります。）

保険証（被保険者が加入している医療保険か
らそれぞれ被保険者証が世帯に１枚または１
人に１枚）、医療受給者証

被 保 険 者 証

かかった医療費の１割
（現役並み所得者は３割）（変更なし）

かかった医療費の１割
（現役並み所得者は３割）

医療機関での
自己負担割合

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人
で
、
障
害
認
定
に
よ

６５

７５

り
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
そ
の
ま
ま
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
障
害
認
定
の

撤
回
申
請
を
す
る
こ
と
で
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
資
格
と
な
ら
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
一
度
撤
回
し
て
も
、
再
度
「
障
害
認
定
申
請
」

を
行
う
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

老
人
保
健
制
度
に
お
い
て
障
害
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
、
次
の
�
ま
た
は
�
の
ど
ち

ら
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
�
を
選
択
す

る
場
合
は
、
期
限
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

�
そ
の
ま
ま
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
場
合

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
４
月

１
日
以
降
は
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

・
現
在
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
制
度
（
国
民

健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
）
へ
脱
退
等
の
手

続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
保
険
者
に
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

�
障
害
認
定
の
撤
回
申
請
を
行
い
、
現
在
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
で
医
療
に
か
か
る
場
合

・
２
月　

日
�
ま
で
に
、
市
民
課
国
保
年
金
係
へ

２９

障
害
認
定
の
撤
回
に
関
す
る
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
制
度
（
国
民
健

康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
）
へ
、
老
人
保
健
医

療
制
度
資
格
喪
失
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先　市民課国保年金係（��６１２３）

65歳以上75歳未満の老人保健障害認定を受けている人へ
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が変わります 。
　平成２０年４月から新たに創設される「後期高齢者医療制度」に伴い、国民健康

保険税も大きく制度改正が行われる予定です。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は　

歳
未
満
に

７５

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は　

歳
未
満
の
人
で
す
。

７５

　

歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は　

歳
）
に
な
る
と
、
新
た
に
後
期

７５

６５

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
民
健
康
保
険
か
ら

は
外
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
３
本
立
て
で
課
税

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人（
被
保
険
者
）を
対
象
に

①
医
療
保
険
分

②
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分
（
新
設
）

③
介
護
保
険
分
（　

歳
〜　

歳
の
人
の
み
）

４０

６４

　

３
つ
の
合
計
額
が
、
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
国
保
主
（
世
帯
主
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
国
保
世
帯
主
の
保
険
税
は 

６５

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）に

　

国
保
世
帯
主
を
含
む
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
員
全
員
が　

歳
６５

か
ら　

歳
未
満
で
、
次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
国
民
健
康

７５

保
険
税
は
国
保
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
平
成　

年
度
に
限
り
特
別
徴
収
は　

月
か
ら
と
な

２０

１０

り
、
７
月
・
８
月
・
９
月
分
に
つ
い
て
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

（
平
成　

年
度
以
降
は
４
月
か
ら
特
別
徴
収
）

２１

●
年
金
の
年
額
が　

万
円
以
上
の
場
合

１８

●
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合
計
額
が
、
年
金
支
給
額
の

２
分
の
１
を
超
え
な
い
場
合

※
こ
れ
ら
以
外
の
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
税
率
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係
（
�
�
６
１
１
７
）

しあわせ探しのお手伝い

　新見市結婚推進協議会では、市内在住で結婚

を希望している人、またはそのご家族を対象と

した結婚相談会（無料）を開催します。

　結婚に関する悩み、心配事や希望などについ

て、結婚推進委員に相談することができます。

　なお、プライバシー保護のため、完全予約制

としますので、①結婚を希望する人の氏名②性

別③年齢④住所⑤相談に来る人の連絡先⑥相談

希望時間帯を、電話・郵送等で企画課企画政策

係まであらかじめご連絡ください。

■日　　時　３月２日� １０：００～１５：３０

■会　　場　新見市総合福祉センター

■申込期限　２月２２日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８-８５０１（市役所専用郵便番号）

　企画課企画政策係

　（��６１１４）

４月 か ら 

結婚相談会を開催

国民健康保険税国民健康保険税
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はじまります２月１８日～３月１７日

申
告
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

申
告
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
収
入
を
証
明
す
る
も
の

①
収
入
を
証
明
す
る
も
の

源
泉
徴
収
票
、
譲
渡
所
得
・
保

　

源
泉
徴
収
票
、
譲
渡
所
得
・
保

険
金
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の

険
金
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の

②
控
除
を
証
明
す
る
も
の

②
控
除
を
証
明
す
る
も
の

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
支

　

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
支

払
証
明
書
、
国
民
健
康
保
険

払
証
明
書
、
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
領
収
書
、
国

税
・
介
護
保
険
料
領
収
書
、
国

民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
、

民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
、

障
害
者
手
帳
な
ど

障
害
者
手
帳
な
ど

③
印
鑑

③
印
鑑

④
そ
の
他

④
そ
の
他

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
預

　

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
預

金
通
帳
な
ど
）

金
通
帳
な
ど
）

申
告
場
所

　

最
寄
り
も
し
く
は
都
合
の
よ
い

申
告
会
場
、
ま
た
は
市
役
所
税
務

課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
新

見
支
局
管
内
の
申
告
会
場
は
、
市

民
セ
ン
タ
ー
単
位
に
設
け
て
い
ま

す
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
管
内
の

人
は
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
か
、

お
近
く
の
申
告
会
場
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

そ 
の 
他

【
農
業
・
営
業
・
不
動
産
申
告
】

　

収
入
と
経
費
が
分
か
る
帳
簿

（
計
算
し
た
も
の
）
か
、
収
支
内

訳
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
農
業

の
場
合
は
、「
農
協
だ
よ
り
（
あ

し
ん
）」
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
て

い
る
収
支
内
訳
準
備
表
を
記
入
の

う
え
、
申
告
会
場
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。（
収
支
内
訳
準
備
表
は
各

支
局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り

ま
す
。）

【
肉
用
牛
申
告
】

　

肉
用
牛
の
申
告
に
つ
い
て
は
収

支
計
算
で
行
う
た
め
、
確
認
で
き

る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
肉
用
牛
の
売
却
証
明
書

・
無
い
場
合
は
免
税
対
象
牛
で
あ

っ
て
も
、
免
税
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
販
売
生
産
通
知
書

③
子
牛
奨
励
金
等
の
収
入
額
が
わ

か
る
も
の

④
牛
の
飼
育
に
か
か
っ
た
費
用
等

の
領
収
書

・
飼
料
費
、
種
付
け
料
、
診
察
料
、

畜
舎
の
修
理
代
、
牛
の
運
搬
料

な
ど

⑤
家
畜
共
済
保
険
料
が
わ
か
る
も

の
【
医
療
費
控
除
の
申
告
】

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
、

１９

介
護
保
険
で
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
の

領
収
書
、
ま
た
、
保
険
な
ど
で
補

填
さ
れ
た
金
額
が
分
か
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
は
医
療
を
受
け
た
人
ご

と
に
分
け
、
合
計
金
額
を
計
算
し

た
う
え
で
ご
申
告
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

申
告
相
談
日
程

　

混
雑
緩
和
の
た
め
に
大
ま
か
な
地
区
割
り
を
し
て
い
ま
す
。
当
日
に
都

合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
ど
の
会
場
で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
都
合
の
良
い
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　

申
告
受
付
時
間
は
９
時　

分
〜　

時
で
す
。
た
だ
し
、
山
村
開
発
セ
ン

３０

１６

タ
ー
は
、
９
時
〜　

時
、
午
前
の
会
場
は
９
時　

分
〜　

時　

分
、
午
後

１６

３０

１１

３０

の
会
場
は　

時　

分
〜　

時
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１３

３０

１６

新見支局管内の会場
対象地区

会場名曜日期日
午後午前

新見・高尾山村開発センター（還付）金２月１５日
菅生市民センター管内菅生市民センター水２月２０日

佐伏赤馬・宇山豊永市民センター金２月２２日
草間市民センター管内草間市民センター月２月２５日

唐松市民センター管内・長屋唐松市民センター火２月２６日
西方および市内全域山村開発センター◯日 ３月２日
千屋市民センター管内千屋市民センター月３月３日
熊谷市民センター管内熊谷市民センター火３月４日

井倉法曽井倉市民センター水３月５日
上市市民センター管内上市市民センター月３月１０日

金谷・正田・石蟹・下熊谷および市内全域山村開発センター月３月１７日

大佐支局管内
対象地区

会場名曜日期日
午後午前

町筋以外の川西地区おおさ総合センター水２月２０日
田治部地区（午前）田治部小学校◯土 ２月２３日
大井野地区（午前）旧大井野小学校

水３月５日
上刑部地区（午後）旧淳和小学校

布瀬地区旧布瀬小学校
木３月６日

町筋おおさ総合センター
川東地区おおさ総合センター木３月１３日

確定申告・住民税申告確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
（※２月１５日は還付申告のみ）
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※
３
月
２
日
�
に
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
日
曜
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。 

※
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
申
告
の
あ
る
日
を
除
き
、
市
役
所
税
務
課
で
も

随
時
申
告
相
談
を
受
け
ま
す
。
な
お
、
各
申
告
会
場
に
も
職
員
を
派
遣
す

る
た
め
、
税
務
課
で
申
告
を
受
け
る
職
員
が
少
数
と
な
り
、
待
ち
時
間
が

長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

神郷支局管内の会場
対象地区

会場名曜日期日
午後午前

足立・坂根・河原・三信・安信・谷安・下谷・野田・門前神郷保健センター
火２月１９日

油野地区（笹尾・備北開拓を除く）旧油野小学校
高瀬地区（野原・野原鷲尾を除く）旧高瀬小学校

水２月２７日
釜村地区・野原・野原鷲尾新郷市民センター

岩屋・新市・湯舟・小谷・笹尾・備北開拓・舞尾神郷保健センター火３月１１日

哲多支局管内の会場
対象地区

会場名曜日期日
午後午前
蚊家田淵・大野新砥公民館月２月１８日
矢戸老栄・荻尾夢ひろば萬歳木２月２８日
成松本郷哲多支局金２月２９日

宮河内・花木ほか哲多支局管内全域哲多支局水３月１２日

哲西支局管内の会場
対象地区

会場名曜日期日
午後午前

大野部・八鳥・畑木哲西支局木２月２１日
大竹・矢田哲西支局金３月７日
上神代哲西支局金３月１４日

新 見 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

平成１９年分の申告はお早めに、納税は期限内に
【所得税】

●申告・納期限　平成２０年３月１７日�　　　●口座振替日　平成２０年４月２２日�

【消費税・地方消費税（個人事業者）】

●申告・納期限　平成２０年３月３１日�　　　●口座振替日　平成２０年４月２４日�

※平成１７年分の課税売上高が１,０００万円を超えている場合、平成１９年分の課税売上高が１,０００万円以

下であっても消費税の申告と納税が必要です。

【贈与税】　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ先　新見税務署（��０９５１）

●申告・納期限　平成２０年３月１７日�

ネットでラクラク。ネット でラクラク 。
「確定申告書等作成コーナー」からe-Taxへ簡単申告！！

　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」を利用すると、e-Tax用の申

告データを作成でき、そのデータを簡単な操作により、自宅から電子申告することができます。

「e-Tax」を利用して申告をすると
�ＨＰからカンタン申告

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」

から直接電子申告ができます。

�最高５,０００円の税額控除

　本人の電子署名および電子証明書を付して所得税の

確定申告をe-Taxで行うと、最高５,０００円の所得税の税

額控除を受けることができるようになりました。（平成

１９年分または平成２０年分のいずれか１回）

�添付書類が提出不要

　所得税の確定申告をe-Taxで行う場合、医療費の領収

書や源泉徴収票等は、提出に代えて、記載内容を入力し

て送信できるようになりました。（申告期限から３年間、

書類の提出または提示を求められることがあります）

�還付金がスピーディー

　e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています。

（３週間程度に短縮）

※e-Taxを利用する場合は、開始届出書の提出、電子証明書の取得(費用がかかります)、ＩＣカードリーダライタの購入など

の事前手続が必要です。

申告書の作成は「確定申告書等作成コーナー」で！
画面の案内に従い金額等を入力後、所得税・消費税の申告書や青色申告決算書などを作成し、プリンタを使って印

刷したものを税務署に提出することができます。

「作成コーナー」

を利用すれば、

e-Taxもラクラク
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ラ ス ト ワン マ イ ル 事業

 ケー ブ ル テ レ ビ 、 イ ン タ ー ネッ ト ・ I Ｐ 電話
の利用申し込みを受け付けています！

　市では、各家庭に光ファイバを接続する「ラストワンマイ

ル事業」を進めています。ケーブルテレビ、インターネット

およびＩＰ電話については、すでに申し込み受付を開始して

いますので、多くのみなさんの加入をよろしくお願いします。

　なお、インターネットやＩＰ電話に加入する場合、市が施

工する光ファイバの引き込み工事が完了していることが条

件です。工事の進捗状況やお住まいの地域により、引き込み

工事が未完了で、すぐに申し込みできない場合がありますの

でご了承ください。

　１月１０日�に光ファイバ通信事業者であるソフトバンク

テレコム株式会社と「光ファイバ芯線等の賃貸借に関する

契約（IRU契約）」を締結しました。

　ソフトバンクテレコム株式会社は、新見市が構築した情

報通信基盤を用いて、市内でインターネットサービス、ＩＰ

電話サービスを提供します。

※IRU（Indefeasible Rights of User）契約とは？

　自治体の通信設備を通信事業者へ貸し出す際、契約や協

定によって確定される長期的かつ安定的な使用権のこと。

通信 Ｉ  Ｒ  Ｕ 契約を締結
アイ アール ユー

■問い合わせ先

　情報政策課ラストワンマイル推進係（��３１５４）

　大佐支局総務課（��２１１１）　神郷支局総務課（��６１１１）

　哲多支局総務課（��２１１１）　哲西支局総務課（��２１１１）

〈お願い〉
宅内の機器設置が完了しているお宅では、す

べての機器に電源を入れていただきますよう

ご協力をお願いします。

『ケーブルテレビ』に関するお問い合わせ

　吉備ケーブルテレビでは、加入申し込みを

受け付けています。加入を希望される人は、

吉備ケーブルテレビ、または吉備ケーブルテ

レビ指定の加入代理店にてお申し込みくださ

い。

　なお、代理店や申込方法、サービス内容、

料金などについては、吉備ケーブルテレビ新

見支局へお問い合わせください。

■問い合わせ先

　㈱吉備ケーブルテレビ新見支局

　【受付時間】 ９時から18時まで

　【電話番号】　�０１２０－３７０－８６６（通話料無料）

　　　　　　　��０１２３（通話料がかかります。）

『インターネット・IP電話』に関す るお問い合わせ

　ソフトバンクでは、インターネットおよびＩＰ

電話の加入申し込みを受け付けています。加入を

希望される人は、ソフトバンクが指定する加入代

理店、または専用ホームページ

（https：//ybb.softbank.jp/hikari/hikaric/）か

らお申し込みください。

　なお、代理店やサービス内容、料金、申込方法

などについては、ソフトバンクの「光シティサポ

ートセンター」へお問い合わせください。

■問い合わせ先

　光シティサポートセンター

　【受付時間】　１０時から１８時まで

　【電話番号】　�０１２０－９６４－７６１（通話料無料）

　  　　　　　 �０９３－２８８－０１９１（通話料がかかります。）

ケーブルテレビ、

インターネットお

よびＩＰ電話に関

するお問い合わせ

は、次の窓口まで

お願いします。

締結式の様子

アイ ピー
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男女共同参画プ ラザを
ご存じですか？
　男女共同参画プラザは、性別にとらわれず、それぞれの個性や能力を十

分発揮して共に歩み、共に責任を担うべき社会（男女共同参画社会）づく

りのための施設として、みなさんをサポートします。

■問い合わせ先

　男女共同参画プラザ（��６１５９）

　企画課企画広報係　 （��６１１４）

市
役
所
本
庁

市
役
所
本
庁�

山村開発山村開発�
センターセンター�

まなび広場にいみまなび広場にいみ�
大ホール大ホール�

総合福祉総合福祉�
センターセンター�

市
役
所
本
庁�

山村開発�
センター�

まなび広場にいみ�
大ホール�

男女共同参画プラザ�
（まなび広場にいみ2階）�

総合福祉�
センター�

　庁用自動車の競売を次のとおり実施します。な

お、入札には他に必要な案件がありますので、必

ず“入札案内書”をご請求ください。

て納入し、契約後１０日以内に残金を完納していただき

ます。

■名義変更手続き

　名義変更手続き手数料は、落札者の負担となります。

■入札日時・場所

・平成２０年２月２２日�

・受付開始 １３：００　入札開始 １３：３０

・場所　新見市山村開発センター

■入札物件の下見

　総務課管財係までご連絡ください。

■資料請求・問い合わせ先　総務課管財係（��６１２８）

■処分する物件

　「日野ダンプ」平成４年式、車検切れ、排気量１６.７４Ｌ

■処分の方法　一般競争入札

■入札方法および条件等

・新見市契約規則の定めにより実施します。

・その他、現状のまま引き渡します。引渡後は、いか

ような事態にも市は一切責任を負いません。

■入札保証金

　入札金額の５％以上を、入札前の受付時に納付して

ください。

■売買代金の納入

　落札者は、契約締結時に売買代金の１０％を内金とし

庁用自動車の競売売

　相談ができます。
　女性相談員が、生き方・家庭のこと・ＤＶ（配

偶者やパートナーからの暴力）など、さなざまな

悩みに耳を傾け、問題解決のお手伝いをします。

お気軽にご相談ください。

　ほしい情報が手に入ります。
　男女共同参画に関する情報紙の閲覧や、図書

も借りることができます。また、地域での学習

に使っていただける貸出用ビデオも備えていま

すので、お気軽にご利用ください。

■開設日

　毎週火・水・木曜日　１０時～１８時

　※ただし祝日・年末年始は除く
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ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

提案＆お便りの送り方

�１月号で配布した専
用用紙またはハガキ
に、①提案②住所③
氏名④年齢⑤電話番
号を書いてお送りく
ださい。
�専用用紙は、折りた
たむと封書になりま
す。切手をはらずに
ポストに入れてくだ
さい。（来年の３月
末まで使用できま
す）
�ファックス、電子メ
ールでも受け付けて
いますのでご利用く
ださい。

送 付 先

〒７１８-８５０１
新見市新見３１０-３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係
�FAX 72-6243
�電子メール
　idea@city.niimi.
　　　 okayama.jp

ま
た
、
世
帯
で
合
算
し
て
限
度
額
を
超
え
た
と

き
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

お
尋
ね
の
、
申
請
の
際
に
領
収
書
等
の
添
付

を
省
略
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
で

は
、
計
算
上
、
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
こ

と
は
確
認
で
き
ま
す
が
、
支
払
が
完
了
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
添
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
額
療
養
費
の
申
請
は
、
診
療
月
の

翌
月
以
降
の
早
い
段
階
で
の
相
談
お
よ
び
申

請
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
段
階
で
手
続
き

が
で
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
に
添
付
さ
れ
た
領
収
書

は
、
税
務
署
に
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
返
却
さ
れ

ま
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
、
一
般
、
上
位
所
得
者
の
３
段
階
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係
（
�
�
６
１
２
３
）

平
成　

年　

月
診
療
分
の
国
民
健
康
保

１８

１１

険
高
額
療
養
費
の
払
戻
申
請
の
た
め
、

医
療
機
関
の
領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
を

準
備
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
領
収
書
は
確
定
申
告
の
た
め
に
す
で
に
税

務
署
へ
提
出
し
て
お
り
、
医
療
機
関
に
再
発
行

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
再
発
行
手
数
料

が
払
戻
金
額
を
上
回
る
た
め
、
払
戻
申
請
を
あ

き
ら
め
ま
し
た
。
医
療
機
関
が
市
に
対
し
、
不

正
確
な
報
告
を
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
払
戻
申
請
を
す
る
際
に
、
領
収
書
を

添
付
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。 

（
匿
名
・
男
性
）

高
額
療
養
費
の
払
戻
制
度
は
、
同
じ

月
内
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高

額
に
な
っ
た
と
き
、
申
請
に
よ
り
※
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
分
が
、
高
額
療
養
費
と
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。　

歳
未
満
と　

歳
以

７０

７０

上
で
は
、
自
己
負
担
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

答

　

趣
味
ら
し
き
も
の
の
な
い
私

が
俳
句
に
係
わ
っ
て
二
十
数
年
。

育
児
俳
句
も
よ
く
作
り
、
友
人

も
い
っ
ぱ
い
出
来
て
、
そ
れ
な

り
に
至
福
の
気
分
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
。
俳
句
を
生
み
出
す
苦

し
み
も
得
た
喜
び
も
、
育
児
と

共
通
し
た
も
の
が
あ
り
、
自
信

を
無
く
し
た
り
元
気
付
け
ら
れ

た
り
の
繰
り
返
し
が
、
ま
た
生

き
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の

も
確
か
で
す
。
時
に
は
お
節
介

が
過
ぎ
て
反
省
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
何
等
か
の
役
に
立

っ
て
い
る
と
い
う
自
負
心
と
共

に
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
こ
れ
か

ら
も
こ
の
姿
勢
を
貫
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

幼
い
孫
た
ち
を
預
か
り
夢
中

で
子
育
て
に
専
念
し
、
そ
の
子

た
ち
も
小
学
校
、
幼
稚
園
へ
と

成
長
し
ま
し
た
が
、
喜
寿
を
迎

え
た
今
も
、
育
児
の
一
端
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
下
校
時
と
も
な
れ

ば
、
手
作
り
の
お
や
つ
を
用
意

し
て
待
ち
、
宿
題
の
九
九
の
暗

唱
に
声
を
揃
え
た
り
、
漢
字
を

辞
書
で
引
い
た
り
し
て
過
ご
す

日
頃
で
す
。
ま
た
、
学
校
関
係

の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
は
積
極

的
に
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

成
長
ぶ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

現
代
の
よ
う
な
世
相
で
は
、
皆

の
宝
物
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
、

尚
更
に
目
配
り
気
配
り
し
て
守

ら
な
け
れ
ば
と
切
に
思
い
ま
す
。

『趣味と育児』

 藤  森   好 美   さん

ふじ もり よし み

［下熊谷］77歳
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南 か ら

　Little by little I have been getting to know the 

Niimi City community over the last two and a half 

years.  I have met some wonderful friends who enjoy 

not only a language exchange with me, but also 

teaching me about Japan and obscure Japanese 

traditions.

　I have spent more than enough time in the city's 

bars and restaurants to get to know the staff (and 

even the customers!!) well.  I have also used my spare 

time for cultural activities such as zazen.  Recently, I 

was honored to join Yuzuriha Daiko, and I really 

appreciate the group's efforts to include me and teach 

me.

　The ability to make friends in Niimi, to learn the 

local (Japanese) expressions, and to become part of the 

community makes Niimi feel more and more like 

home.  Thank you to everyone who has made me feel 

welcome over the years !! 

Victoria Fairchild

北

か

ら

第　

通
３５

Across
  Borders

国境を�
　こえて�

筆
者
は
右

 藤  村  
ふじ むら

 聖 子
しょう

   さん（２２歳）

こ

津山市（哲西町畑木出身）
保育園栄養士

や
地
元

の
友
人

の
応
援
も
あ
り
、

こ
こ
ま
で
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
勉
強
の
毎
日
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

休
日
に
は
地
元
に
帰
り
、
昔
か
ら

仲
の
良
い
友
人
と
話
を
し
た
り
、
哲

西
町
の
実
家
で
の
ん
び
り
過
ご
す
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く

帰
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
見
北
高
校
を
卒
業
後
、
栄
養
士
に
な

る
た
め
に
津
山
の
美
作
大
学
へ
進
学

し
ま
し
た
。
入
学
当
初
は
、
慣
れ
な
い
地
で

の
一
人
暮
ら
し
や
勉
強
の
難
し
さ
な
ど
、
戸

惑
い
を
感
じ
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

現
在
は
、
津
山
市
で
憧
れ
で
あ
っ
た
保
育

園
の
栄
養
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
一
昨

年
、
ダ
メ
で
元
々
の
勢
い
で
受
け
た
就
職
試

験
に
受
か
り
、
社
会
人
１
年
目
と
し
て
日
々

元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
は
楽
し
い

ば
か
り
で
は
な
く
、
何
度
も
挫
折
し
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

度
に
園
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
助
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
離
れ
て
暮
ら
す
家
族

★

　２年半以上新見に住んで、地域のことが少しずつ
分かってきました。私との英会話を楽しむだけでは
なく、日本のことやまだ知らない伝統などを教えて
くれるすばらしい友だちもできました。
　市内の飲み屋やレストランにも、店員さんやお客
さんと知り合いになるほどよく行きます。時間があ
るときは、座禅のような日本文化なども体験します。
最近では、名誉なことに“ゆずりは太鼓”に参加で
きました。私をグループ入れてくれ、指導してくだ
さったみなさんのご支援に、本当に感謝しています。
　新見で友だちをつくること、方言を学ぶこと、そ
して地域の一員になることによって、新見がさらに
ふる里のように感じられます。みなさん、私を受け
入れてくれてありがとう!!

ビクトリア フェアチャイルドさん
ニュージーランド・オークランド出身
新郷中学校、新見第一中学校に勤務

ゆずりは太鼓の公演に参加したビクトリアさん：左
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親子で参加できる
イベントを開催
◆備中子育て環境づくりフェア

　１月１４日、まなび広場にいみと新見市総

合福祉センターを会場に、「備中子育て環境

づくりフェア」が開催されました。親子で共感

できることのすばらしさや表現することの楽

しさを感じてもらおうと、ミニコンサートや人

形劇、人形づくり、子育て相談などのさまざま

なイベントが催されたほか、 洲  脇  美  智  子 さん
す わき み ち こ

（絵本とヨーロッパのおもちゃ「くんぺる」代

表）による講演「子どもはみんな研究者」が行

われました。洲脇さんは、「赤ちゃんの研究心

を妨げず、焦らずその時に必要なことを体験

させて。」とお話しされました。

脳神経外科医が
重要性を訴える
◆脳卒中病院前救護講習会

　１月１６日、新見市山村開発センターで、

新見市消防署の救急隊員や市内医療機関の

医師・看護師を対象に、「脳卒中病院前救

護」をテーマとした講習会が行われました。

金田病院（真庭市）の脳神経外科医長で救

急総括医長の 木  下  公  久 医師を講師に迎え、
きの した きみ ひさ

発症直後から迅速な対応が必要な脳卒中事

例における“病院前救護”を担う救急隊員

の役割などに言及した講義が行われまし

た。参加者たちは、講師の話に熱心に聞き

入っていました。

元気いっぱい！
１,０００人が参加
◆スポーツ少年団交歓交流大会

　１月２０日、新見市民体育館で「新見市ス

ポーツ少年団交歓交流大会」が開催され、

関係者約１,０００人が参加しました。この大

会は、市内のスポーツ少年団員、指導者・

保護者の相互交流を図るとともに、団活動

の活性化と指導者の資質向上を図るために

毎年開催されています。綱引きの部では

「新砥スポーツ少年団Ａチーム」が第１位

に、長なわとびの部では「上市コスモス

ポーツ少年団Ａチーム」が６６回を跳んで最

優秀賞を獲得しました。
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正月の市街地を１３９人が力走
◆新春ロードレース大会

　１月３日、「第３１回新見市新春ロード

レース大会」が開催されました。新見市体

育協会が主催する新春恒例のこの大会は、

まなび広場にいみをスタートして市街地を

走るコースで行われ、今年は９つの部門に

１３９人が参加しました。小学生から大人ま

で、選手たちは寒風の吹きすさぶ中、沿道

の人からの熱い声援を受けながら、力強く

コースを走り抜けました。ゴール付近で

は、選手や応援の人たちに、温かい甘酒や

豚汁が振る舞われました。

スキー・
スノーボードを体験
◆雪遊びで冬満喫！＆新春コンサート

　１月１１日・１２日の両日、岡山県備北青年

の家主催の「雪遊びで冬満喫！＆新春コン

サート」が開催され、親子連れ５０人が参加

しました。初日は備北青年の家において、

新見ウインドアンサンブルによる吹奏楽の

生演奏を楽しんだ後に宿泊。２日目は、千

屋花見の“いぶきの里スキー場”でスキー

やスノーボードを体験しました。参加した

子どもたちのほとんどが初心者とあって、

講師の先生に指導してもらいながら、雪の

感触を楽しんでいました。

出産や育児について意見交換
◆市長とマタニティートーク

　昨年末の１２月２５日、まなび広場にいみ

で、妊婦を対象に、「市長とマタニティー

トーク」が行われました。参加した人たち

は現在妊娠中で、市内における出産や育児

に関しての課題や要望などについて、市長

と意見交換を行いました。終了後、石垣市

長は「さまざまな意見をいただき大変参考

になりました。出産までの大変な出費等を

考慮し、今後みなさんに役立つように検討

したいと思います。」と述べました。
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ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 「新見市健康増進計画」について

　

新
見
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
充
実
し

た
豊
か
な
人
生
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

「
新
見
市
健
康
増
進
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と
と

し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
公
表
の
方
法

　

「
新
見
市
健
康
増
進
計
画
」（
案
）
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
：
//w
w
w
.city

.n
iim
i.o

k
a
y
a
m
a
.jp
/

）
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役

所
本
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
、
各
支
局
市
民
福
祉
課
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
意
見
等
の
提
出
方
法

　

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
意
見
等
の
提
出
先

①
郵
便
の
場
合

　

〒
７
１
８
�
０
０
１
６　

新
見
市
金
谷
６
４

０
�
１

ご
意
見
を

募
集
し
て 
い 
ま
す 
！

　

新
見
市
役
所
健
康
づ
く
り
課

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合

　

新
見
市
役
所
健
康
づ
く
り
課

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６
６
１
３
）

③
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　

k
e
n
k
o
u
@
city
.n
iim
i.o
k
a
y
a
m
a
.jp

■
意
見
等
の
募
集
締
切

　

２
月　

日
�

２０

※
な
お
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
と
も

２
月　

日
�
必
着
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２０

■
提
案
い
た
だ
い
た
意
見
の
公
表
に
つ
い
て

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
考
慮
し
て

「
新
見
市
健
康
増
進
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
内
容
を
今
回
の
公
表
方
法
と
同
じ
方

法
で
、
一
定
期
間
公
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
人
宛
に
個
別

の
連
絡
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
名
前
や
住

所
等
を
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
６
１
２
９
）

 
肝
炎
相
談
セ
ン
タ
ー
を 

 
開
設
し
て
い
ま
す

　

岡
山
県
で
は
、
岡
山
大
学
病
院
内
に

「
肝
炎
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
肝

炎
に
関
す
る
医
療
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
相
談
内
容

・
肝
炎
電
話
相
談
（
専
任
看
護
師
が
対

応
）

・
肝
炎
医
療
相
談
（
専
門
医
が
対
応
、

要
予
約
）

■
受
付
時
間

　

月
・
水
・
木
曜
日

　
　

時
〜　

時　

分

１４

１６

３０

■
電
話
番
号

　

（
�
０
８
６
�
２
３
５
�
６
８
５
１
）

　

新
見
保
健
所
に
お
い
て
も 

　

肝
炎
に
関
す
る
相
談
を 

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

１５

■
電
話
番
号

　

（
�
�
５
６
９
１
）
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療診療時間はいずれも

9時から17時までです。

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

担当病院 診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日
　　　　　年末年始（１２月３０日～１月３日）
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

２月３日（日）

新見市 新見中央病院 ��２１１０

庄原市 東城病院 �08477-2-2150

真庭市 金田病院（内・外）  �0867-52-1191

真庭市 片岡医院（内） �0867-62-3400

２月１０日（日）

新見市 太田病院 ��０２１４

庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023　

真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221

真庭市 岸本医院（外） �0867-42-0495

真庭市 さとう医院（外）  �0866-52-9898

２月１１日（月）

新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５

庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255

真庭市 落合病院（内・外） �0867-52-1133

真庭市 石賀医院（内）  �0867-66-3041

２月１７日（日）

新見市 渡辺病院 ��２１２３

庄原市 細川医院 �08477-2-0054

真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161

真庭市 本山医院（内） �0867-52-1551

２月２４日（日）

新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５

庄原市 東城病院 �08477-2-2150

真庭市 河本医院（内・外） �0867-55-2121

真庭市 中井医院（内） �0867-44-4848

３月２日（日）

新見市 新見中央病院 ��２１１０

庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023　

真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671

真庭市 まにわ整形外科（外） �0867-42-7300

真庭市 廣恵医院（内） �0866-52-2403

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年７月生１３：００～１３：３０新見市保健
福祉センター火２月２６日

●3歳児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年７月生１３：００～１３：３０新見市保健
福祉センター火２月１２日

●2歳6か月児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年７月生１３：００～１３：３０新見市保健
福祉センター火２月１９日

●1歳6か月児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１９年４月生１３：００～１３：３０新見市保健
福祉センター火２月５日

●乳児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１９年１０月生１３：００～１３：１５新見市保健
福祉センター木２月２８日

●BABYすくぅーる（小児科医師講話、育児・離乳食相談）

対象者　３～４か月の乳児をもつ保護者
内　容　体重測定（希望者）、講話「乳児期に気をつけたい
病気のお話」、離乳食指導（栄養士）、育児相談（小田医師、
保健師）
講　師　岡山大学医学部　　小田　慈　教授

●ひよこクラス

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月２月１８日
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選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

新
見
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

平
成　

年
３
月
２
日
登
録
の
選
挙

２０

人
名
簿
お
よ
び
在
外
選
挙
人
名
簿
、

並
び
に
平
成　

年
１
月
１
日
現
在

２０

で
調
製
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
し
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の
異
議

申
し
出
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め

の
も
の
で
、
登
録
漏
れ
や
無
資
格

者
の
登
録
、
記
載
事
項
の
誤
り
と

い
っ
た
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

■
選
挙
人
・
在
外
選
挙
人
名
簿

【
縦
覧
期
間
】

　

３
月
３
日
�
〜
７
日
�

　

８
時　

分
〜　

時

３０

１７

■
農
業
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

【
縦
覧
期
間
】

　

２
月　

日
�
〜
３
月
８
日
�

２３

　

８
時　

分
〜　

時

３０

１７

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
５
２
）

新
見
市
社
会
体
育
施
設 

大
会
開
催
使
用
会
議
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
の
土
・
日
・
祝
日

２０

に
お
い
て
、
各
種
大
会
等
の
た
め

に
新
見
市
の
体
育
施
設
の
使
用
を

希
望
す
る
関
係
団
体
は
、
日
程
調

整
を
行
い
ま
す
の
で
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。
円
滑
な
施
設
運
営
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月　

日
�　
　

時　

分

２６

１８

３０

■
場
所　

新
見
市
民
体
育
館

■
対
象
施
設

　

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園（
新
見

ピ
オ
ー
ネ
球
場
・
多
目
的
広
場
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
）、新
見
市
民
運
動
公

園（
陸
上
競
技
場
兼
野
球
場
）、哲

多
野
球
場
、哲
多
農
村
広
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課

　

（
�
�
６
１
４
７
）

ま
な
び
広
場
に
い
み
主
催 

パ
ソ
コ
ン
講
座
参
加
者
募
集

　

新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
で
は
、パ
ソ
コ
ン
講
座
２
月「
初

め
て
の
パ
ソ
コ
ン
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
内
容

【
昼
の
部
・
夜
の
部
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
起
動
、
マ
ウ
ス
の

操
作
、
簡
単
な
文
字
入
力
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

■
対
象

　

パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て
触
る
人
、

触
っ
た
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の

で
、
再
度
挑
戦
し
て
み
た
い
人

■
日
時

【
昼
の
部
】　

時
〜　

時

１０

１２

　

２
月　

日
�
、　

日
�
、　

日
�

１３

１４

１５

【
夜
の
部
】　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

　

２
月　

日
�
、　

日
�
、　

�

２０

２１

２２

■
会
場

　

ま
な
び
広
場
に
い
み

　

２
階
パ
ソ
コ
ン
室

■
参
加
費　

１
’０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要

■
定
員　
　

人
２０

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
方
法

　

講
座
名
（
パ
ソ
コ
ン
講
座
２
月
、

昼
ま
た
は
夜
の
部
）、郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ま
な

び
広
場
に
い
み
受
付
に
も
申
込

用
紙
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
締
切　

１
週
間
前

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
０
０
１
１ 
新
見
市

新
見
１
２
３
�
２

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
内

　

新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課

　

（
�
�
６
１
４
７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６

１
２
０
）

お
し
ら
せ

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■固定資産税・都市計画税４期
　＜納期限：２月２９日＞
■国民健康保険税 ８期
　＜納期限：２月２９日＞
■介護保険料 ８期
　＜納期限：２月２９日＞

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　35， 932人（－５９人）
　　男　　17， 093人（－２５人）
　　女　　18， 839人（－３４人）
　出生…１３人　　転入…３２人
　死亡…４５人　　転出…５９人
　世帯数　１３， ０６０世帯（－２８世帯）
　（平成１９年１２月末日現在）
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●こどもお楽しみ会
　２月２日�　１４：００～１５：００
　３月１日�　１４：００～１５：００
　　読書ボランティアによる絵本の読み聞かせ、紙芝

居、手あそびなど

●こども映画会
　２月２日�　１５：００～１５：４０
　　アニメ「クオレ愛の学校」４話構成
　３月１日�　１５：００～１５：４０
　　アニメ「トムソーヤの冒険」４話構成

●ブックスタート
　２月５日�　１３：３０～１５：００
　　対象：乳児（平成１９年４月出生児）と保護者
　３月４日�　１３：３０～１５：００
　　対象：乳児（平成１９年５月出生児）と保護者
　　会場：新見市保健福祉センター（金谷）
　　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護者

に伝えながら、絵本などが入ったブックスタート
パックをお渡しします。

●早春特別大衆歴史講座
【第１回目】２月２１日�
　　　　　　風広場おおさ １０：００～１１：３０
　　　　　　新見図書館　 １３：００～１５：００
【第２回目】３月６日�　同時刻
　　　　　　内容：～大河ドラマ その人と その時代 

その舞台～
　　　　　　「将軍！大奥！！篤姫！！！」
　　　　　　講師：石本 彰 氏（元岡山大学教育学部

委託講師）
■休館日　４日・１２日・１８日・２２日・２５日
※火曜日～土曜日は１８：００まで開館しています。ただ
し、日曜・祝日は１７時までです。

●子ども映画会
　２月９日�　１４：００～　「ライアンを探せ�」

●おはなし会
　２月２３日�　１４：００～
■休館日　なし
※哲西図書館利用者のための乳幼児一時預かりは、第
３火曜日の１０：００～１２：００です。

■休館日　毎週月曜日
※だだし１１日は開館し、１２日を休館します。また、２６
日、２７日は管内整理のため、図書・視聴覚コーナーは
利用できません。返却についても、２８日以降にお願い
します。

■休館日　毎週木曜日・２９日

物
品
購
入
・
役
務
提
供
に
関
す
る 

指
名
願
い
の
受
付
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
次
の
対
象
営
業
品
目

を
取
り
扱
う
業
者
（
個
人
商
店
を

含
む
）
を
対
象
に
、「
物
品
購
入
」

お
よ
び
「
役
務
提
供
」
に
関
す
る

指
名
願
い
の
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
が
行
う
物
品
購
入
お
よ
び
役

務
提
供
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
業
者
の
人
は
、
必
ず
申
請

書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新

見
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
対
象
営
業
品
目

　

事
務
用
品
、
印
刷
、
図
書
、
電

気
器
具
、
医
療
機
器
、
介
護
用

品
、
自
動
車
、
灯
油
、
清
掃
業

務
■
受
付
期
間

　

３
月
３
日
�
〜
５
月　

日
�

３０

※
受
付
時
間
は
９
時
か
ら　

時
で
、

１６

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
資
格
要
件

・
岡
山
県
内
に
本
社
、
本
店
ま
た

は
支
店
、
営
業
所
等
（
入
札
、

契
約
締
結
等
の
権
限
を
本
社
、

本
店
か
ら
委
任
さ
れ
た
と
こ

ろ
）
が
あ
り
、
引
き
続
き
２
年

以
上
当
該
営
業
に
従
事
し
て
い

る
こ
と

・
入
札
参
加
申
請
時
に
お
い
て
、

市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
※
法
人
の
う
ち
、
代
表
者
が
新
見

市
内
に
在
住
の
場
合
は
、
代
表
者

個
人
の
市
税
等
に
つ
い
て
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
提
出
書
類

①
物
品
・
役
務
競
争
入
札
参
加
申

　

請
書
（
新
見
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

②
添
付
書
類

【
市
内
業
者
】

　

代
表
者
身
分
証
明
書
、
納
税
証

明
書
、
決
算
書
ま
た
は
確
定
申

告
書
の
写
し
、
委
任
状
（
契
約

等
委
任
先
が
あ
る
場
合
）、受
任

者
身
分
証
明
書
（
契
約
等
委
任

先
の
代
表
者
）

【
市
外
業
者
】

　

商
業
登
記
簿
謄
本
、
代
表
者
身

分
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
、
納

税
証
明
書
、
決
算
書
、
委
任
状

（
契
約
等
委
任
先
が
あ
る
場　

合
）、
受
任
者
身
分
証
明
書
（
契

約
等
委
任
先
の
代
表
者
）、そ
の

他
参
考
資
料

■
そ
の
他

　

建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
に
つ
い
て

も
従
前
ど
お
り
３
月
３
日
�
〜

　

日
�
ま
で
に
申
請
が
必
要

３１
■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係

　

（
�
�
６
１
２
８
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp：

//w
w
w
.city
.niim
i.

oka
y
a
m
a
.jp/

）

 新見図書館 ��２８２６

 哲西図書館 ��２１１０

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまびこ広場神郷図書コーナー ��６１１０
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

「
ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
！
」 

参
加
者
を
募
集

　

新
見
美
術
館
で
は
、「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ 
ひ
な
人
形
を
作
ろ

う
！
」
を
開
催
し
ま
す
。�
桃
の

節
句
�
に
手
作
り
の
お
ひ
な
様
を

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

３
月
１
日
�

【
午
前
の
部
】
９
時　

分
〜

３０

【
午
後
の
部
】　

時　

分
〜

１３

３０

■
会
場　

新
見
美
術
館

■
定
員　

午
前
・
午
後
各　

人
２０

※
先
着
順
。
小
中
学
生
は
親
子
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
費　

１
’０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

新
見
美
術
館
ま
で
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
も
し
く
は
電
子
メ
ー
ル

（
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
）
の

い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切　

２
月　

日
�

２７

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
０
０
１
７　

新
見

　

市
西
方
３
６
１
番
地

　

新
見
美
術
館

　

（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
７
８
５
１
）

国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
デ
イ 

参
加
者
を
募
集

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

市
内
在
住
の
外
国
人
と
国
際
交
流

に
興
味
の
あ
る
人
が
集
う
イ
ベ
ン

ト
『
国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
デ
イ
』

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

３
月　

日
�　

９
時　

分
〜

１６

３０

■
場
所

　

新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公

園
多
目
的
広
場
（
雨
天
の
場
合

は
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

※
直
接
現
地
に
集
合

■
定
員　

１
０
０
人　

※
先
着
順

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

　

２
月　

日
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ

２０

Ａ
Ｘ
も
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
電
話
で
の
受
付
は
、
水
、
金
、

日
曜
日
の
９
時
か
ら　

時
ま
で

１７

で
す
。

・
参
加
者
の
交
流
を
目
的
と
し
て

お
り
、
公
式
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４
４
３
３
・
電

子
メ
ー
ルn

iim
i-ie
a@
liv
e
.jp

）

財
団
法
人
岡
山
県
育
英
会 

東
京
寮
生
を
募
集

　

財
団
法
人
岡
山
県
育
英
会
で
は
、

平
成　

年
度
の
東
京
寮
生
を
募
集

２０

し
て
い
ま
す
。

■
岡
山
県
育
英
会
東
京
寮

【
所
在
地
】

　

東
京
都
港
区
高
輪
３
丁
目　

番
１４

　

号
２１

※
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
か
ら
徒
歩
約　

分
１０

�
０
３
�
３
４
４
１
�
３
１
９
５

【
寮
費
年
額
】　

万
８
千
円

１６

【
食
費
月
額
】
２
万
１
千
円

※
食
事
は
１
日
朝
夕
２
食

■
応
募
資
格

・
岡
山
県
内
に
居
住
す
る
世
帯
の

にいみこどもフに いみこ どもフ ェェ スタスタ２２００８００８
新見公立短期大学幼児教育学科 第新見公立短期大学幼児教育学科 第１７１７回表現発表回表現発表会会

　新見公立短期大学幼児教育学科では、お子

さまを対象とした舞台「にいみこどもフェスタ

２００８」を開催します。ご家族おそろいでご来場

ください。

○創作ダンス「ぼくらの船！」

○その他、手遊び、リズム遊び

※当日は親子室も用意しています。

■問い合わせ先

　新見公立短期大学（��０６３４）

■入場料　無料

■プログラム

○ミュージカル「そうじの国のクリス」

○歌「春・夏・秋・冬そして春」

○劇「つるのおんがえし」

２月２３日�

まなび広場にいみで開催
２回公演　１０：００～１２：００　１４：００～１６：００

（開場はいずれも３０分前）
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男
子
学
生
で
、
平
成　

年
４
月

２０

に
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に

所
在
す
る
大
学
（
夜
間
を
含

む
）
の
第
１
年
次
生
と
し
て
入

学
（
ま
た
は
入
学
志
望
）
す
る

人
・
心
身
共
に
健
全
で
共
同
生
活
を

営
み
得
る
人

・
勉
学
に
熱
意
の
あ
る
人

・
寮
費
お
よ
び
食
費
を
支
弁
し
得

る
人

・
独
立
の
生
計
を
営
む
確
実
な
保

証
人
が
あ
る
人

■
募
集
人
数　
　

人
３０

■
応
募
方
法

　

入
寮
希
望
者
は
所
定
の
書
類
を

整
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
は
、
所
属
高
校
ま
た

は
本
会
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

■
入
寮
申
込
書
提
出
期
限

　

２
月　

日
�

２９

※
募
集
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

提
出
期
限
後
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
０
０
�
８
５
７
０　

岡
山

　

市
内
山
下
２
丁
目
４
番
６
号

　

岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
内

　

財
団
法
人
岡
山
県
育
英
会

　

（
０
８
６
�
２
２
６
�
７
５
９
８
）

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

　

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
ど
ん
な
活

動
な
の
か
？
�
と
い
う
こ
と
を
広

く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
未
経
験
の
人
は

も
と
よ
り
、
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

２
月　

日
�　
　

時
〜　

時

２９

１０

１２

※
受
付
開
始
は
９
時　

分
３０

■
会
場

　

新
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

【
テ
ー
マ
】

　

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」
〜
今
か
ら
わ
た
し
に

で
き
る
こ
と
〜

【
講
師
】

　

川
崎
医
療
福
祉
大
学
医
療
福
祉

学
部
医
療
福
祉
学
科

　

講
師　
 
川  
上  
富  
雄  
氏

か
わ 
か
み 
と
み 

お

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

本
所
（
�
�
７
３
０
６
）

　

大
佐
支
所
（
�
�
３
１
１
９
）

　

神
郷
支
所
（
�
�
６
６
７
７
）

　

哲
多
支
所
（
�
�
３
１
１
１
）

　

哲
西
支
所
（
�
�
３
３
３
３
）

市
政
バ
ス�
や
ま
び
こ
号
� 

参
加
者
を
募
集

　

市
内
の
公
共
施
設
を
見
学
し
て

回
る
市
政
バ
ス
�
や
ま
び
こ
号
�

を
運
行
し
ま
す
。

■
実
施
日
時

　

３
月　

日
�

１４

　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１６

２０

■
見
学
コ
ー
ス

　

市
役
所
集
合 
９
時　

分
２５

①
牧
水
二
本
松
公
園

②
新
見
公
立
短
期
大
学
学
術
交
流

セ
ン
タ
ー

③
新
見
市
処
理
セ
ン
タ
ー

④
法
曽
陶
芸
館

　

市
役
所
着　
　

時　

分

１６

２０

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

■
募
集
人
員　
　

人
２０

※
参
加
者
に
は
後
日
、
詳
細
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
５
０
円

※
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
氏
名
③
年

齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
⑥「
や

ま
び
こ
号
参
加
希
望
」
を
明
記

し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

先
着
順

　

※
申
し
込
み
状
況
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１　

新
見

　

市
新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
役
所
企
画
課
企
画
広
報

　

係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

　生活環境課までお電話いただくか、新見

市のホームページ

（http://www.city.niimi.okayama.jp/）

から岡山県電子申請システムを利用して手

続きを行ってください。

■問い合わせ先

　生活環境課環境保全係（��６１２４）

早めにお済ませください 。
犬の異動手続き

　４月から５月にかけて、「狂犬病予防注射」の市内巡回を実施します。３月１３

日までに犬の登録を済ませている飼い主の人には、予防接種の日程表をお送り

する予定です。

次に該当する場合は、手続きを行ってください。

○犬の登録がまだお済みでない場合

　巡回予防接種の際にも登録できますが、早めの

登録をお願いします。

○犬の異動（死亡、転出、譲渡等）があった場合
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自
信
を
持
っ
て
推
奨 

「
に
い
み
推
奨
特
産
品
」

　

阿
哲
商
工
会
で
は
、
平
成　

・
１８

　

年
度
に
お
い
て
、
新
見
商
工
会

１９議
所
、
新
見
市
観
光
物
産
協
議
会

と
連
携
し
、
新
見
地
域
が
絶
対
の

自
信
を
持
っ
て
推
奨
す
る
特
産
品

と
し
て
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
「
に
い

み
推
奨
特
産
品
」
の
認
証
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
哲
商
工
会
が
事
業
主
体
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
販
路
拡
大

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
自
社
製
品

の
付
加
価
値
を
高
め
よ
う
と
努
力

す
る
企
業
を
側
面
か
ら
支
援
し
、

商
品
の
販
売
促
進
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

販
路
開
拓
推
進
委
員
会
に
お
い

て
、
応
募
の
あ
っ
た
も
の
の
中
か

ら
審
査
し
、
認
証
さ
れ
た
特
産
品

に
シ
ー
ル
を
交
付
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
、
菓
子
、
肉
加
工
品
、

醤
油
、
さ
ば
寿
司
な
ど
、　

品
目

５８

が
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
哲
商
工
会
は
、
こ
れ
ら
商
品

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
、
道
の
駅
や

温
泉
施
設
な
ど
に
設
け
、
お
土
産

品
と
し
て
販
売
し
て
お
り
、「
に
い

み
推
奨
特
産
品
」
の
販
路
が
拡
大

さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
商
業
の
振

興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
神
郷
下
神
代
４
８
９
８

　

�
９

　

阿
哲
商
工
会

　

（
�
�
６
１
０
３
）

新
見
保
健
所 

思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

新
見
保
健
所
で
は
、
医
師
・
保

健
師
に
よ
る
「
思
春
期
心
の
健
康

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

相
談
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

「
学
校
を
休
み
が
ち
に
な
っ

た
。」「
閉
じ
こ
も
っ
て
人
と
会
い

た
が
ら
な
い
。」「
ダ
イ
エ
ッ
ト
が

止
ま
ら
な
い
。」「
友
人
と
の
付
き

合
い
が
苦
手
。」
な
ど
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
人

に
限
ら
ず
ご
家
族
や
関
係
者
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

２
月
７
日
、
２
月　

日
、
３
月

２１

　

６
日
、
３
月　

日
２１

※
い
ず
れ
も　

時
〜　

時

１３

１５

■
場
所　

新
見
保
健
所

■
相
談
料　

無
料

■
そ
の
他

　

相
談
は
予
約
制
な
の
で
、
新
見

保
健
所
保
健
課
へ
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
保
健
所
保
健
課

　

（
�
�
５
６
９
１
）

記
事
の
訂
正

　

市
報
に
い
み　

月
号　

ペ
ー
ジ

１２

２６

の
�
宝
く
じ
助
成
�
関
連
記
事
中
、

穴
窯
を
整
備
し
た
団
体
名
は
、
正

し
く
は
「
法
曽
地
域
協
議
会
」
で

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

 
六  
角  
石  
幢 

ろ
っ 

か
く 

せ
き 

ど
う

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●

　

神
郷
下
神
代
の 
神  
応  
寺 
は
、
応
安
６
年
（
１
３
７
３
年
）

じ
ん 
の
う 

じ

に
臨
済
宗
の
寺
院
と
し
て
開
山
さ
れ
、　

年
後
の
康
応
２
年

１７

（
１
３
９
０
年
）、
そ
の
境
内
に
「
六
角
石
幢
」
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
石
幢
は
、
高
さ
１
２
０
セ
ン
チ
で
、
安
山
岩
で
作
ら

れ
て
お
り
、
基
礎
、
幢
身
、
笠
、
相
輪
か
ら
な
る
六
角
柱
で

す
。
幢
身
の
み
が
建
立
当
初
の
も
の
で
、
そ
の
他
の
部
分
は
、

近
世
の 
宝  
篋  
印  
塔 
の
部
分
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
背

ほ
う 
き
ょ
う 
い
ん 
と
う

面
に
は
康
応
２
年
３
月　

日
�
窟
現
禅
尼
�
の
刻
銘
が
あ
り
、

２１

５
面
に
仏
像
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
３
月　

日
に
、
県
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

３４

２７

れ
ま
し
た
。
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新見市西方３６１番地

（��７８５１）
月22・・33

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間�９：００～１７：００
休 館 日�月曜日

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

　猪風来美術館は、世界で唯一の縄文

造形作品を展示する美術館です。館内

には、主に造形作家・猪風来氏の縄文

野焼き技法による立体作品や、スペイ

ンの虹彩技法による縄文造形陶作品、

絵画などを展示しています。また、復

活した法曽焼の初窯作品、むらかみよ

しこ氏の綴織タペストリー、地元の法

曽焼同好会員や陶芸教室生の作品など

も展示しています。

○第１展示室…「生命の根源シリーズ」、

○第２展示室…「法曽焼初窯作品展」、

むらかみよしこタペストリー「生命のまほろば＝法曽＝」

展、○第３展示室…「猪風来の虹彩に輝く縄文造形展」、

○２階廊下・フリースペース…「縄文土器展」、○第４展示

室…喜怒哀楽「縄文の鬼展」と「願い地蔵さま展」、○第

５展示室…森羅万象（縄文野焼き大型作品）

●観覧料　一　般…４００円（３５０円）　中高生…２５０円（２００円）
　　　　　小学生…１５０円（１００円）　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提
示で入館無料になります。

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�月曜日

※確定申告の日程は、１２～１３ページをご確認ください。

　

日
本
は
、
春
夏
秋
冬
・
季
節
の

移
り
変
わ
り
に
恵
ま
れ
、
人
々
は

自
然
の
美
し
さ
に
感
動
し
ま
す
。

そ
の
感
動
を
、
あ
る
人
は
美
術
作

品
に
、
そ
し
て
あ
る
人
は
歌
で
表

現
す
る
な
ど
、
他
の
国
に
は
な
い

情
緒
と
風
情
が
あ
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
季
節
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
約　

点
を
精
選
し
、

４０

日
本
の
四
季
の
魅
力
を
紹
介
し
ま

す
。

常設展・企画展のご案内

行 事 予 定

 後  藤  純  男 《 桜  花  塔  映 》
ご とう すみ お おう か とう えい

２
月　

日
�
か
ら
４
月　

日
�
ま
で
開
催

２２

１３

　
 
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
2 
0 
0 
7 

　

四
季
お
り
お
り

芸人（９０×１９０�）

※ただし、２月１１日（月）は開館し、翌１２日（火）を休館とします。

※２月１１日（月）は開館し、翌１２日（火）に休館します。

Pa r t Ⅱ 

●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター（金谷）　１０：００～１５：００金2/1

土2
●ミュージカル「坊っちゃん」　まなび広場にいみ　１４：００～日3

月4
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　９：３０～１２：００
●市議会議会議員定数等検討特別委員会
　市役所議員控室　１０：００～

火5

●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●ふれあいいきいきサロン　坂根分館　１０：００～１５：００
●新見福祉フォーラム　まなび広場にいみ　１３：００～１６：００

水6
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００木7
●特設人権・行政相談　神郷公民館　９：００～１２：００
●特設人権・行政相談　風広場おおさ　１０：００～１５：００
●心配ごと相談　神郷公民館　９：００～１２：００
●交通事故相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００

金8

●友・遊、いきいきミニサッカー
　新見市民体育館　９：００～１６：００土9
●第１１回岡山県雪合戦大会・第６回西日本ジュニア大会
　グリーンミュージアム神郷　８：００～日10

月11
●市議会ラストワンマイル事業調査特別委員会
　市役所議員控室　１５：００～　火12
●特設人権・行政相談　哲多総合センター　９：００～１２：００
●市議会総務常任委員会　市役所議員控室　１０：００～水13
●市議会経済建設常任委員会　市役所議員控室　１０：００～木14

金15
土16
日17
●市議会市民生活常任委員会　市役所議員控室　１０：００～月18

火19
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●法律相談（※要予約）
　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●合同相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●介護者の集い（神郷地域福祉センター集合）
　げんき広場にいみ　１０：００～１５：００

水20

木21
金22
●にいみこどもフェスタ２００８
　まなび広場にいみ　１０：００～１２：００　１４：００～１６：００　土23

日24
月25
●３月市議会定例会（開会）　市役所議場　１０：００～火26
●ふれあいいきいきサロン　高瀬分館　１０：００～１５：００水27

木28
●ボランティア入門講座
　新見市総合福祉センター　１０：００～１２：００金29
●にいみ雛まつり（３日まで）　太池邸ほか　１０：００～１７：００土3/1
●男女共同参画社会づくりフォーラム
　まなび広場にいみ　１３：３０～１５：２０日2

月3
●市議会一般質問　市役所議場　１０：００～　火4
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　９：３０～１２：００
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●ふれあいいきいきサロン　新郷分館　１０：００～１５：００
●市議会一般質問　市役所議場　１０：００～　

水5

●市議会一般質問　市役所議場　１０：００～　木6
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター (金谷)　１０：００～１５：００
●市議会一般質問（予備日）

金7



本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。
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★３月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。（締切は２月15日）

◆１月２日、まなび広場にいみで「新見市

成人式」が開催され、華やかな着物やスー

ツに身を包んだ新成人369人が参加しまし

た。式典終了後は、中学校の恩師からのビ

デオレター上映や新見市にまつわるクイズ

大会が催されました。また、電子投票の模

擬投票も実施され、体験した人たちは選挙

権を実感していました。

今月の表紙

●以前テレビで、日本全国の“ご当地レト

ルトカレー”の味を比べる番組を見ました。

岡山県の代表として、哲多すずらん食品加

工の“白桃ピオーネカレー”が出品されて

いました。東京に住む友人に手土産として

持って行った時には、とても喜んでくれま

した。新見市には、果物や野菜、肉、魚、

寿司、酒、ラーメン、菓子などさまざまな

美味しい特産品がありますが、まだ味わっ

たことのないものも少なからずあるはず。

新見市民として、すべての特産品を制覇し

てみたいと思います。
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赤赤
あかあか

木木
ぎぎ

悠悠
ゆうゆう

莉莉
りり

ちゃんちゃん

（菅生／２・28生）（菅生／２・28生）

森森
もりもり

政政
まさまさ

心心
みみ

優優
ゆゆ

ちゃんちゃん

（豊永赤馬／２・26生）（豊永赤馬／２・26生）

加加
かか

田田
だだ

悠悠
ゆうゆう

斗斗
とと

ちゃんちゃん

（正田／２・26生）（正田／２・26生）

東東
ひがしひがし

　　栞栞
かんかん

名名
なな

ちゃんちゃん

（哲西町大野部／２・21生）（哲西町大野部／２・21生）

藤
ふじ

野
の

ひかりちゃん
（新見／２・19生）

内
うち

田
だ

駿
しゅんや

也ちゃん
（高尾／２・18生）

小
こ

坂
さか

梨
り

湖
こ

ちゃん

（哲多町老栄／２・13生）

𠮷
よし

川
かわ

緒
つぐ

未
み

ちゃん

（草間／２・10生）

家
いえ

元
もと

綾
あや

奈
な

ちゃん

（高尾／２・８生）

林
はやし

　雅
まさ

斗
と

ちゃん

（哲多町蚊家／２・３生）
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■発行／新見市
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　☎煢 6114
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